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東京 2020 英国パラリンピック代表チーム事前キャンプ 

川崎市・慶應義塾大学・横浜市が英国パラリンピック委員会と覚書を締結 

 
 

   
 

写真左：覚書締結式の様子（左から、長谷山彰慶應義塾長、福田紀彦川崎市長、林文子横浜市長、 

Tim Hollingsworth（ティム ホリングスワース）英国パラリンピック委員会 CEO） 

写真右：MOUを手に握手を交わす長谷山彰塾長と Tim Hollingsworth英国パラリンピック委員会 CEO 

  

   １．覚書の内容について  

今回の覚書は、BPAと川崎市・慶應義塾大学・横浜市が取り交わすもので、事前キャンプの実施に 

関する正式な契約に向けて、相互にパートナーシップを深め、協力していくことを確認しました。 

今後は、利用施設及び期間、事前キャンプ実施競技、交流事業などについて調整を行っていきます。 

 

（利用予定施設） ※施設については現時点での予定であり、決定されたものではありません。 

＜川崎市＞ 

等々力陸上競技場、川崎富士見球技場（富士通スタジアム川崎）、 

川崎市スポーツ・文化総合センター（カルッツかわさき） 

 

＜慶應義塾大学＞ 

日吉キャンパス（体育施設） 

 

＜横浜市＞ 

横浜国際プール 

 

川崎市・慶應義塾大学・横浜市は、東京 2020 パラリンピック競技大会における英国パラリンピッ

ク代表チームの事前キャンプについて、このたび英国パラリンピック委員会（以下、BPA）との間で

覚書を締結し、その締結式を 2018 年 5 月 24 日（木）に慶應義塾大学日吉キャンパスで開催しまし

た。 

4者は、東京 2020パラリンピック競技大会に向けて、事前キャンプの実施に関する正式な契約の締

結を目指し、協力していくことで合意しました。今後は事前キャンプのみならず、スポーツ科学や医

学、教育、文化などの分野での交流や、地域との交流を行っていくことを目指しています。 

なお、英国オリンピック代表チームの事前キャンプについても、川崎市・慶應義塾大学・横浜市に

おける実施が 2017年 3月に正式に決定しています。東京 2020大会において、同一国のオリンピック

代表チームとパラリンピック代表チームの事前キャンプの受け入れを、3 者で連携して進めていくこ

とになります。 

2018年 5月 24日 
 

川 崎 市 
慶 應 義 塾 大 学 
横 浜 市 
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２．事前キャンプ時期 

  2020年 8月（予定） 

 

３．コメント 

■Tim Hollingsworth（ティム ホリングスワース）英国パラリンピック委員会ＣＥＯ（概訳） 

本日、私共 BPAは、川崎、横浜両市と慶應義塾大学との覚書を締結できましたことを大変嬉し

く思います。競技場の内でも外でも、英国のパラスポーツを確実に世界トップレベルとすること

が BPAの仕事の根幹をなしています。成功を導くには多くの要素が関わりますが、重要な要素の

ひとつは、大会前の最後の準備期間に、選手たちにできるかぎり最良の施設、環境そしてサポー

トを提供することです。 

事前キャンプ期間は、極論すれば成否を左右しかねないほど重要です。BPAは、選手の潜在力を

最大限に引き出すような世界レベルの準備拠点の形成をめざし、常に努力しています。このたび

の覚書締結は、確実に選手の力となり、2020年東京大会での活躍を支え続けるものと確信してい

ます。 

私共は、BPAのさまざまな要望のみならず、パラリンピックがもたらしうるプラスの影響にも

理解を示し、積極的に関与してくださる川崎市、横浜市、慶應義塾大学の皆様と協働できること

を、光栄に存じます。2012年のロンドンパラリンピックは、英国社会に非常に大きな影響をもた

らしました。同様に、2020年東京パラリンピックは、日本に、間違いなく、非常に大きなプラス

の力を与えることになるでしょう。 

 

■福田紀彦川崎市長 

英国パラリンピック代表チームが川崎で事前キャンプを行うことを大変嬉しく思っています。 

東京 2020大会で最高のパフォーマンスを発揮していただくこと、そして、選手やコーチの皆さん

と川崎市民の交流を通じて「誰もが暮らしやすい地域づくり」を目指す「かわさきパラムーブメ

ント」の取り組みに弾みがつくことを心から期待しています。 

 

■長谷山彰慶應義塾長 

パラアスリートは、世界がいかに多様性に満ちており、人間の潜在力がいかに高いのかを身を

もって教えてくれる存在です。今回、英国パラリンピック代表チームの選手ならびに彼らを支え

るスタッフの皆様と私たちが、ひとつのチームとして共同事業を行うことは、学生はもちろん、

慶應義塾に関わる人々すべてに、生涯に一度のすばらしい体験をもたらしてくれるものと確信し

ています。慶應義塾は、英国パラリンピック代表チームの選手の皆様が最大限に力を発揮してご

活躍いただけるよう、また、この大会が日本ひいては世界全体に活力を与えてくれる大会となる

よう、貢献してまいる所存です。 

 

■林文子横浜市長 

パラリンピック発祥の地である英国の代表チームの事前キャンプ地に選ばれたことを、大変光

栄に思います。事前キャンプを通じてパラスポーツの理解を一層深め、真の共生社会の実現に 

つなげていきたいと願っています。また、英国と横浜の間で開港以来培ってきた友好の絆を一層

深め、次の世代に受け継いでまいります。 

選手の皆様に最高のパフォーマンスをしていただけるよう、川崎市、慶應義塾大学と連携し、

「アスリート ファースト」でしっかりサポートしてまいります。 

 

＜お問い合わせ先＞ 

【川崎市】 【慶應義塾大学】 【横浜市】 

川崎市市民文化局オリンピック・ 
パラリンピック推進室 
担当課長  藤原 

慶應義塾広報室 
 
担当  中島・山崎 

横浜市市民局オリンピック・ 
パラリンピック推進課 
担当課長  田中 

電話 044-200-0528 電話 03-5427-1541 電話 045-671-4585 

FAX   044-200-3599 FAX   03-5441-7640 FAX  045-664-1588 

 


